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生物多様性かわさき戦略 ～人と生き物 つながりプラン～（概要）

豊かな暮らしの
基礎・有用な価値

自然に守られる
私たちの暮らし

豊かな文化の根源
すべての生命の
存立基盤

私たちの生活

第１章 川崎市における生物多様性の状況について 本編P.1～

・本市は、平成26（2014）年3月に、「生物多様性かわさき戦略～人と生き物つな
がりプラン～」を策定し、取組を進めてきた。

・令和2（2020）年度末に戦略の計画期間が満了することから、環境審議会に諮問し、
幅広い見地からの審議を経て、令和3（2021）年2月に答申をいただいた。

・新たな環境基本計画の枠組みに対応するとともに、社会状況の変化や環境審議会答
申を踏まえて、戦略を改定したものである。

・私たちの暮らしは、豊かな自然の恵みを受け取って成り立っている。
この自然の恵みは、多くの生物が関わり合う生物多様性から得られるも
のであり、生物多様性が私たちの暮らしを支えている。

・この生物多様性を、将来の世代に引き継ぐことが大切である。

○持続可能な開発目標（SDGs）

持続可能な開発のための2030アジェンダの中に持続可能な開発目標とし
て17のゴール等が掲げられている。国では持続可能な開発目標実施指針の
中で、「生物多様性、森林、海洋等の環境の保全」を優先課題の一つとし
て定めている。

本市においても、令和元（2019）年にSDGs未来都市に選定されるなど、
取組を推進している。

○生物多様性国家戦略2012-2020

第5次国家戦略として策定。愛知目標の次の国際目標である「ポスト愛
知目標」（COP15で採択予定）を踏まえて改定を予定していたが、COP15の
延期を受け、2022年秋以降になる予定。

（出典）「生物多様性広報パネル 自然のめぐみ」（環境省）より

２ 生物多様性について ３ 生物多様性を取り巻く状況
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１ 戦略の改定の趣旨

・SDGsにおける水の保全、気候変動
対策、海域陸域の生態系保全とい
う環境面の取組が経済・社会面を
支えているという考え方が示すよ
うに、生物多様性の保全に取り組
むことは、SDGsの推進の基盤とな
るものである。

○気候変動対策の動向

本市においては、令和2（2020）年11月に、2050年の脱炭素社会の実現
に向けた戦略「かわさきカーボンゼロチャレンジ2050」を策定し、令和4
（2022）年3月には地球温暖化対策推進基本計画を改定した。

第１の危機
開発や乱獲による種の減少・絶滅、
生息・生育地の減少

第２の危機
里地里山などの手入れ不足による
自然の質の低下

第３の危機
外来種などの持ち込みによる生態
系のかく乱

第４の危機
地球環境の変化による危機

○生物多様性に迫る危機

資料１

2



生物多様性かわさき戦略 ～人と生き物 つながりプラン～（概要）

第１章 川崎市における生物多様性の状況について 本編P.11～

・都市的土地利用率は約86%、約154万人が居住（令和3（2021）年10月現在）

・樹木の集団（300㎡以上）は、川崎・幸・中原区では点在し、高津・宮前・
多摩・麻生区の多摩丘陵の一角をなす地域は比較的多く分布

・農地は、高津・宮前・多摩・麻生区には比較的多くが分布。農業振興地域で
ある黒川・早野・岡上地区はまとまって分布

・河川等は多摩川をはじめとした河川・水路等が市域全体に分布し、臨海部
には運河が分布

４ 川崎市の概況
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樹林地（生田緑地等） 農地（農業振興地域等）

多摩川河川敷

市街地の緑

１ 戦略改定の基本的な考え方及びめざす方向 改定戦略におけるめざす方向

(１)生物多様性を市民によりわかりやすく、取り組みやすく

(２)戦略の枠組みを維持しつつ、戦略的に取り組む視点を設定

(３)これまでの取組状況や課題に応じた取組の充実・強化

(４)川崎市環境関連施策等との連携

戦略改定の基本的な考え方は、次のとおり
○市民に生物多様性を身近なものと捉えてもらうことが重要
○戦略の枠組みを維持し、取組を充実
○将来を見据えた自然環境の有効活用
○近隣他都市との連携
○新たな環境基本計画の枠組みに対応

第２章 戦略改定の基本的な考え方 本編P.25～

・平成25（2013）年度～令和元（2019）年度までの生き物調査では、市内で
2,300種を超える生き物が確認されている。戦略策定から期間も短いことから、
引き続き、定期的な調査が必要である。

植物 哺乳類 鳥類 爬虫類
1,183種 7種 91種 12種

※魚類については、平成29年度～令和元年度の調査結果

キンラン ホトケドジョウ

タマノカンアオイ

〔市内で確認された希少種の例〕
市内河川、水路

オオタカ

自然的環境の分布

両生類 昆虫類 魚類 計
6種 1,011種 25種 2,335種

・市民へのアンケートでは、生物多様性という言葉の認知度はあまり高くない状況にあり、普及啓発などの取組が必要

・特別緑地保全地区などの取組により緑地保全は進んでいるが、市街化等により樹林地の減少は続いており、引き続き保全が必要。また、緑の連続性
を維持するための地域緑化の促進や、河川環境の保全・整備などにより緑と水のネットワークを形成していくことなどが必要

・生き物マップや生き物調査の実施により、様々な情報を蓄積しているが、引き続き定期的な情報収集と蓄積した情報の効果的な発信などが必要

＜取組状況等を踏まえた課題＞
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生物多様性かわさき戦略 ～人と生き物 つながりプラン～（概要）

・戦略の基本的な考え方と３つの視点

基本理念 「多様な緑と水 人や生き物がつながり 都市と自然が共生するまち かわさき」

基本方針Ⅰ 人と生き物をつなげる 基本方針Ⅱ 生き物をつなげる 基本方針Ⅲ 情報をつなげる

生物多様性への配慮意識を広め、子どもたちの
自然等への探求心や地域で活動する人材を育むこ
とで、人と生き物をつなげる。

生き物の生息・生育環境となる拠点や回廊（コ
リドー）等の自然環境を守り、つなげて質を高め、
さらに創り出すことで、生き物をつなげる。

生物多様性の保全に関する様々な情報や知見を
集めて、効果的に発信することで伝え、情報をつ
なげる。

○生物多様性に配慮した環境づくりによって生き物がつながること

・人と生き物との関わり方の調和を図って
いくこと

・地域本来の自然環境を保全、再生して、多様な
生き物が生息・生育できるようにしていくこと

・様々な生物多様性に関する情報をつないで利
活用していくこと

第３章 戦略の基本的事項 本編P.28～

（１）他の計画との関係

本戦略は、環境基本計画の「主な環境分野」のうち、「自然共

生」分野を主に担うものとして位置づけられるが、市の施策を生物

多様性の観点から横断的に体系整理し、生物多様性に関する取組等

を総合的かつ計画的に推進するための指針であり、環境分野のみな

らず、様々な行政施策に作用する性質のもの。

本市における生物多様性の保全の視点と基本的な考え方を表すと

ともに、取組の方向性と推進策を示すこととし、具体的な取組の実

施においては、関連する計画において各計画の目標等と整合を図り

つつ戦略の考え方を取り入れて実施する。

地域特性を踏まえ、人と生き物との“つながり”に主眼をおいた生物多様性基本法に基づく地域戦略

（２）戦略でめざすもの

・多様な主体との連携による生物多
様性配慮の推進

・地域環境の質的な向上 ・市域全体でのエコロジカルネット
ワークの構築

・保全と利活用のバランスに立った
都市と自然との共生

●戦略の計画期間は、令和4（2022）年度から令和12（2030）年度までとする。 ●戦略の対象とする区域の範囲は川崎市全域とする。

図 戦略の位置づけ

１ 戦略の基本的な考え方

２ 戦略の位置づけ

３ 戦略の期間と対象区域

４ 基本理念と基本方針

34



生物多様性かわさき戦略 ～人と生き物 つながりプラン～（概要）
第３章 戦略の基本的事項 本編P.31～

５ 将来ビジョン

4戦略でめざす将来ビジョン図

⑧三沢川下流生態系エリア

３つの基本方針ごとに設定した将来の姿について、その実現した姿を将来ビジョンとしており、計画期間にとらわれず、長期的な視点
をもって示している。この図は、基本方針ごとの図を重ね合わせ、近隣都市とのつながりを加えたものである。

回廊（コリドー）

回廊（コリドー）

（令和４年３月） 5



生物多様性かわさき戦略 ～人と生き物 つながりプラン～（概要）

第４章 生物多様性の保全に向けた施策 本編P.36～
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【戦略的に取り組む視点】生物多様性への配慮意識の更なる浸透

【戦略的に取り組む視点】生態系エリアや流域の特徴を踏まえたエコロジカルネットワーク
の形成

【戦略的に取り組む視点】地域資源を活用するなど情報発信の充実

基本施策（１）生物多様性への配慮意識の普及と環境配慮型ライフスタイルの促進

基本施策（２）生物多様性の保全に関わる環境教育や人材育成の推進

リーディング・プロジェクト 環境配慮意識を広めて人と生き物をつなげるプロジェクト

①地域の魅力を発見する ②生物多様性について理解を深める
③生物多様性に配慮して活動する

リーディング・プロジェクト 人材を育んで人と生き物をつなげるプロジェクト

④子どもたちが自然とふれあい学ぶ ⑤生物多様性の保全に取り組む人材を育成する

基本施策（３）生き物の生息・生育の拠点となる樹林地、農地、水辺地等の保全

基本施策（４）生き物の生息・生育環境をつなぐ緑と水のネットワークづくり

基本施策（５）まちなかの生き物の生息・生育の拠点の創出、育成

リーディング・プロジェクト まちなかに拠点を創って生き物をつなげるプロジェクト

⑩生き物に配慮した公園づくり ⑪生き物に配慮した緑化地づくり

リーディング・プロジェクト 生き物のすみかを守って生き物をつなげるプロジェクト

⑥拠点となる樹林や農地を保全する ⑦良好な水環境を保全する

リーディング・プロジェクト 緑と水をつなげたコリドーで生き物をつなげるプロジェクト

⑧河川を活用して拠点をつなげる ⑨広域的に生き物の生息・生育環境をつなげる

基本施策（６）生物多様性に関する様々な情報の収集と調査、研究の推進

基本施策（７）生物多様性に関する様々な情報の利活用の推進

リーディング・プロジェクト 調査や知見等を集めて情報をつなげるプロジェクト

⑫市域の生き物について調べる ⑬生物多様性の新たな知見をつくる

リーディング・プロジェクト 地域間、主体間で伝えて情報をつなげるプロジェクト

⑭生き物情報を“見える化”する ⑮情報を活用してネットワークを構築する

多
様
な
緑
と
水

人
や
生
き
物
が
つ
な
が
り

都
市
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

か
わ
さ
き

基本

理念

【基本方針】 【施策別取組方針】

●基本方針Ⅰ

“人と生き物をつなげる”

生物多様性への配慮意識を広

め、子どもたちの自然等への

探求心や地域で活動する人材

を育むことで、人と生き物を

つなげます

●基本方針Ⅱ

“生き物をつなげる”

生き物の生息・生育環境とな

る拠点や回廊（コリドー）等

の自然環境を守り、つなげて

質を高め、さらに創り出すこ

とで、生き物をつなげます

●基本方針Ⅲ

“情報をつなげる”

生物多様性に関連のある様々

な情報や知見を集めて、効果

的な発信により伝えることで、

情報をつなげます

人と生き物との関わり方への

理解や環境配慮意識を広める

生物多様性の保全に取り組む

人材を育む

守る

創る

生き物の生息・生育の拠点

となる緑や水を守る

生き物の生息・生育環境を

つなぐ

まちなかに生き物の生息・

生育の拠点を創る

生物多様性に関する様々な

情報を集める

生物多様性に関する様々な

情報をわかりやすく伝える

つなぐ

集める

伝える

広める

育む

【基本施策及びリーディング・プロジェクト】

5

１ 施策体系
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生物多様性かわさき戦略 ～人と生き物 つながりプラン～（概要）

（１）戦略的に取り組む視点
・生物多様性の保全の取組において、特に重要と考えられる視点を、
戦略的に取り組む視点として設定。この視点を持った取組を、各局
が取り組むリーディング・プロジェクトに盛り込む

○ 生物多様性への配慮意識の更なる浸透

○市民や事業者にとって生物多様性が身近なものであることを
知ってもらえるような普及啓発等、生物多様性への配慮意識
の浸透を図る。

○
生態系エリアや流域の特徴を踏まえたエコロジカルネット
ワークの形成

○市内河川の流域のある生態系エリアについては、それぞれ生
き物の「生息・生育拠点」や拠点と回廊（コリドー）のつな
ぎ目である「結節点」に特徴があることから、その特徴を踏
まえ、生物多様性に配慮した保全・管理などを実施

○市街地や臨海部など、自然的環境の分布が少ないエリアにつ
いては、緑化推進重点地区を活かしながら、公園や緑道など
において、生物多様性に配慮した保全・管理を実施

○ 地域資源を活用するなど情報発信の充実

○環境や生き物、地域文化等、人と生き物のかかわりに関する
様々な分野の施設等を地域資源とした、生物多様性に関する
情報発信を充実させる。

第４章 生物多様性の保全に向けた施策 本編P.41～

２ 基本施策等について
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・関連する各計画等における進行管理との整合を図る必要があることから、環境基本計画における進行管理等を活用して進捗の把握・点検を実施
・生物多様性推進検討会議による進捗の把握や、関連性の高い計画等において戦略の考え方を取り入れて取組を実施
・令和4（2022）年度に予定されている次期国家戦略の改定状況を踏まえて、必要に応じて見直しを実施

１ 進行管理について

第５章 生物多様性の保全の推進と進行管理 本編P.100～

（２）生態系エリアごとの取組の方向性
・現行戦略のエリア区分を元に、新たに河川の流域に着目し、地域特性やエリアの
特徴を踏まえて、12エリアを設定

・河川と樹林地・農地とのつながりに着目して、取組の方向性を示す
・生物多様性の視点とともに、長期的な視点をもって取組の方向性を示す

①黒川生態系エリア

②片平麻生生態系エリア

④岡上生態系エリア

⑧三沢川下流生態系エリア

⑥平瀬生態系エリア

⑦矢上有馬生態系エリア

⑨二ヶ領用水生態系エリア

⑪多摩川生態系エリア

⑩低地の市街地生態系エリア

⑫臨海部生態系エリア③真福寺早野生態系エリア

⑤五反田山下生態系エリア
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1 

「生物多様性かわさき戦略改定案」に関する意見募集の実施結果について 

１ 概要 

本市では、生物多様性からもたらされる恵みを持続的に享受し、潤いのある豊かな地域を

形成していくため、生物多様性基本法に基づく地域戦略として「生物多様性かわさき戦略」

を策定し、取組を進めているところですが、持続可能な開発目標（SDGs）や自然環境の持つ

機能を有効活用するなどの考え方の広まりや、気候変動など地球規模の環境の危機的状況な

ど、生物多様性を取り巻く状況は変化しています。 

こうした社会状況の変化等を踏まえ、都市と自然が共生するまちの実現をめざすため、生

物多様性かわさき戦略改定案を策定し、皆様からの御意見を募集しました。 

その結果、13 通（意見総数 36 件）の御意見をいただきましたので、御意見の内容とそれに

対する市の考え方を次のとおり公表します。 

２ 意見募集の概要 

題     名 「生物多様性かわさき戦略改定案」に関する意見募集について 

意見の募集期間 令和３年11月26日（金）から12月27日（月）まで

意見の提出方法 電子メール、ＦＡＸ、郵送、持参

募集の周知方法 ・市政だより（12月１日号掲載） 

・市民説明会（12月９日、21日） 

・市ホームページ 

・環境情報 

・ツイッター、メールマガジン 

・かわさき情報プラザ（市役所第３庁舎２階） 

・各区役所・支所及び出張所の閲覧コーナー、各市民館、各図書館 

・各生活環境事業所 

・環境局総務部企画課（市役所第３庁舎17階） 

結果の公表方法 ・市ホームページ 

・かわさき情報プラザ（市役所第３庁舎２階） 

・各区役所・支所及び出張所の閲覧コーナー、各市民館、各図書館 

・各生活環境事業所 

・環境局総務部企画課（市役所第３庁舎17階） 

３ 結果の概要 

意見提出数（意見件数）  １３通（３６件）

内

訳

電子メール ８通（２８件）

ＦＡＸ ３通（ ５件）

郵送 ０通（ ０件）

持参 ２通（ ３件）
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４ 御意見の内容と対応 

案の内容に対する意見として、趣旨が案に沿ったもののほか、生物多様性と生活の関わりに

ついて、生活に密着した記載の充実を求める御意見等がありましたことから、御意見を踏まえ

一部意見を反映し、「生物多様性かわさき戦略」を改定します。 

【対応区分】 

Ａ 御意見を踏まえ、計画に反映したもの

Ｂ 御意見の趣旨が案に沿ったものであり、御意見の趣旨を踏まえ、取組を推進するもの

Ｃ 今後の取組を進めていく上で参考とするもの

Ｄ 案に対する質問・要望の御意見であり、案の内容を説明・確認するもの

Ｅ その他

【意見の件数と対応区分】 

項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 計 

１ 「第１章 川崎市における生物

多様性を取り巻く状況につい

て」に関すること 

０ １ １ ３ ０ ５ 

２ 「第２章 戦略改定の基本的な

考え方」に関すること 
０ ０ ０ ０ ０ ０ 

３ 「第３章 戦略の基本的事項」に

関すること 
１ ０ ０ ３ ０ ４ 

４ 「第４章 生物多様性保全に向

けた施策」に関すること 
４ ２ １ ９ １ １７ 

５ 「第５章 生物多様性の保全の

推進と進行管理」に関すること 
０ ０ ０ ０ ０ ０ 

６ その他 ２ ３ １ ３ １ １０ 

計 ７ ６ ３ １８ ２ ３６ 
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５ 具体的な御意見の内容と市の考え方 

（１）「第１章 川崎市における生物多様性を取り巻く状況について」に関すること 

No. 意見の要旨 本市の考え方 区分 

１ 「生物多様性」を考える前提とし

て、ヒトも生物の一員であることを承

認すべきである。戦略改定案には、こ

の観点が抜けているように思える。こ

の観点に立てば、土地に対する経済活

動も抑制的になるはずだ。川崎市の平

成 27 年度の「土地利用の現況」をみ

ると、自然的土地利用は2,109haで全

市のわずか14.6%にすぎない。生物多

様性かわさき戦略改定案を作るのであ

れば、現状の土地利用を既定のものと

せず、計画を練り上げる必要がある。

本市は、多摩・三浦丘陵や多摩川など

の自然環境を背景に発展し、大都市とし

て成長してきたため、都市化が進んだ本

市においても、市特有の生物多様性によ

って多くの恵みがもたらせてされてお

ります。御意見のとおり、本市の自然的

土地利用は14%ですが、その中でも、多

様な生き物の生息・生育環境を保全する

とともに、バランスよく利活用していく

ことが重要であると考えているため、本

戦略は、市域の地域特性と生態系の多様

性に着目して策定された現行戦略の枠

組みを維持しております。今後も本戦略

に基づき、生物多様性の保全に取り組ん

でまいります。

D 

２ 川崎区で自然とされているのはほと

んどが河川や海洋である。従って、各

区の自然についての均衡を保つために

も内陸に水辺を復活、例えば二ヶ領用

水の再生のような工事を実施すべきで

ある。

本戦略は、P.28に記載のとおり、本市

の生物多様性に関する取組等を総合的

かつ計画的に推進するための指針とし

ております。具体的な取組については、

関連する計画等において、計画の目標等

と整合を図りつつ戦略の考え方を取り

入れながら、実施してまいります。

D 

３ 生物多様性×SDGsについて、生物

多様性の保全に取り組むことはSDGs

推進の基盤、つまり、人間としての生

き方の基盤になると理解した。環境の

中で私たちの暮らしが保たれていて、

経済・社会を支えているのは環境であ

り、これからの時代に最優先で取り組

むことが必要だと思う。

SDGsにおける環境面の取組が、経済・

社会面を支えているという考え方が示

すように、生物多様性の保全に取り組む

ことは、SDGs 推進の基盤となるもので

す。生物多様性から得られる自然の恵み

が私たちの暮らしを支えていることか

ら、生物多様性の保全の取組は重要と考

えております。今後も、本戦略に基づき

生物多様性の保全に取り組んでまいり

ます。

B 
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No. 意見の要旨 本市の考え方 区分 

４ 『生物多様性かわさき戦略』の改定

にあたって、遺伝子レベルの生物多様

性保全についても具体的に記述してほ

しい。これまでの『生物多様性かわさ

き戦略』では、冒頭で「遺伝子レベル

の多様性」もあることが明記されなが

ら、その具体的な説明や対応策などは

示されていない。川崎市に残されてい

る生物多様性が比較的豊かな緑地は、

その面積や規模が限定されているた

め、周囲からの影響を受けやすく、生

物多様性保全上とても脆弱な緑地であ

る。具体的には、外来種や園芸品種に

よる生物多様性を遺伝子レベルでの攪

乱や、在来種であっても、遺伝的特性

が大きく異なる他県産などによる遺伝

子レベルでの特性の変質のおそれなど

がある。このような遺伝子レベルでの

生物多様性保全の取組は、まだ一部の

自治体で検討され始めたばかりだが、

川崎市においては、特に重要な取組と

いえる。 

生物多様性条約では、生物多様性に

は、生態系の多様性、種の多様性、遺伝

子の多様性という３つの多様性がある

としております。本戦略については、生

物多様性に関する課題のうち、市域の地

域特性と生態系の多様性に着目し、生物

多様性からもたらされる恵みを継続的

に享受し、潤いのある豊かな地域を形成

していくために策定し、取組を進めてお

ります。改定案についても、環境審議会

からの答申を踏まえ、現行の戦略の枠組

みを維持することとしています。なお、

本戦略の P.28 に記載のとおり、本戦略

は、本市の生物多様性に関する取組等を

総合的かつ計画的に推進するための指

針としています。具体的な取組について

は、関連する計画等において、計画の目

標等と整合を図りつつ戦略の考え方を

取り入れながら、実施してまいります。

Ｄ 

５ 戦略の改定は、国際的な意識の高ま

りに加え、昨今流行りの流域思考にも

応える内容になっていると思う。生き

物調査で2,300種を超える生き物が現

状確認されているそうだが、少なすぎ

る。川崎には、市内の学習施設・博物

館と協働活動や生物調査も行なってい

る環境団体が多数存在しているのだか

ら、こうした調査結果も有効活用して

いくべき。他にも神奈川県鳥類目録な

ど、活用すべき資料はどんどん活用

し、生き物調査と生き物マップにのみ

頼るのはやめてほしい。 

生物多様性の保全に関しては、行政だ

けではなく、市民や事業者の皆様と連携

していくことが重要と考えております。

これまでも緑地保全の取組など市民・事

業者の皆様と連携して取組を進めてき

ております。今後については、いただい

た御意見も踏まえ、様々な生き物調査の

有効活用について、その手法などを検討

してまいりたいと考えております。 

Ｃ 
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（２）「第３章 戦略の基本的事項」に関すること 

No. 意見の要旨 本市の考え方 区分 

６ P32「基本方針Ⅱ」9行目に、「拠点

（コア）と回廊（コリドー）をつなぎ

目である結節点」とあるが、「拠点

（コア）と回廊（コリドー）のつなぎ

目である結節点」ではないか。 

御意見を踏まえ、「拠点（コア）と回

廊（コリドー）のつなぎ目である結節点」

に修正しました。 Ａ 

７ 戦略で目指すものの中で、「多様な

主体との連携による～」とあるが、多

様な主体とは何を指しているのか。 

多様な主体については、市民・市民団

体、事業者、研究・教育機関の皆様など

を示しております。生物多様性の保全に

関しては、行政だけではなく、市民や事

業者の皆様と連携していくことが重要

と考えております。 

Ｄ 

８ 基本方針Ⅱの中で、「拠点やコリド

ー等の自然環境を守り～」とあるが、

具体的にどんなことをやるのか。 

基本方針Ⅱの取組については、P.55～

57 にリーディング・プロジェクトとし

て「生き物のすみかを守って生き物をつ

なげるプロジェクト」「緑と水をつなげ

たコリドーで生き物をつなげるプロジ

ェクト」「まちなかに拠点を創って生き

物をつなげるプロジェクト」の３つを位

置づけており、樹林地や農地の保全、公

園等における緑の創出・育成、それらを

つなぐ取組などを進めてまいります。 

Ｄ 

９ 戦略の位置づけで、「市の施策を生

物多様性の観点から横断的に体系整理

し、生物多様性に関する取組等を総合

的かつ計画的に推進するための指針」

とあるが、生物多様性保全のために重

要な緑地・生態系の保全を主管してい

るのは「緑の基本計画」である。「横

断的」と言うのであれば、この計画と

の連携が欠かせないので、積極的に連

携し、生態系保全を進めていただきた

い。 

生き物の生息生育環境である樹林地

や農地の保全や公園等における緑の創

出・育成、また、それらをつなぐ取組な

ど、本戦略と緑の基本計画は関連性が強

いものと認識しており、連携を図りなが

ら取組を進めております。本戦略につい

ても、施策等も含め、より一層の連携を

図りながら、取組を進めてまいります。

Ｄ 
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（３）「第４章 生物多様性の保全に向けた施策」に関すること 

No. 意見の要旨 本市の考え方 区分 

10 「生態系エリア」ごとの「取組の方向

性」について、「農地」が含まれている

エリアと含まれていないエリアがあ

る。課題として農地に触れていること

また、「長期的な視点をもって取組の方

向性を示す」という主旨を前提とすれ

ば、市街化区域内の農地の保全・管理の

方向性を排除すべきではないと考え

る。 

農地については、土や水、緑など生き

物を育む大切な空間であり、生物多様性

の保全上、農地保全に向けた取組は重要

と考えております。御意見を踏まえ、御

指摘のエリアを含む該当箇所について、

『樹林地や農地の保全等により・・・』

と、表現を統一しました。 

Ａ 

11 エリア別に、「河川改修などの機会

を捉えながら」という表現がないエリ

アは、「河川改修の計画がない」と理

解してよいか。また、「川の保全・整

備を図るなど」という表現と「川の保

全・整備を図りながら」という表現が

あるが、この表現の違いはなにか。 

河川改修については、関連計画等にお

いて方向性が示されているものについ

てはそれらを踏まえて記載をしており

ます。なお、表現については、分かりに

くいことから、「川の保全・整備を図る

など」に統一しました。 

Ａ 

12 P68（イ）早野川表中中流域下流域（コ

ア③）の主な拠点（コア）に記されてい

る「王禅寺通（保全地域）」の存在を確

認できない。 

御意見を踏まえ、王禅寺通緑の保全地

域を図中に記載しました 
Ａ 

13 P76平瀬川の「主な拠点及び回廊」の

表中、下流域（コア⑥）の特徴として「河

川は暗渠構造」とあるが、「平瀬川トン

ネル」のことを指していると推察する

が、そうであれば「河川はトンネル構

造」と示す方が正確である。 

御意見のとおり、平瀬川トンネル部分

を示していることから、「河川はトンネ

ル構造」に修正しました。 
Ａ 
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No. 意見の要旨 本市の考え方 区分 

14 生物の多様性を守るために今大切な

のは本来の生態系を守り育てる事と同

様に、外来種が多くなってきている事

への対処と考える。外来種駆除の具体

的な担当部署・職員がないのが気にな

っている。専門的知識を持つ造園職の

職員を増員することも大切と考える。 

生き物は特定の種を除いて、自由に移

動・拡散するため、地域の自然環境に大

きな影響を与え、生物多様性を脅かす外

来種については、広域的な観点から国や

県と連携し慎重に対応することが重要

と考えております。P.42 に記載のとお

り、外来種が引き起こす問題や、影響を

これ以上拡げないために被害を予防す

るための予防三原則など、外来種に対す

る認識を高める普及啓発の取組を進め

るとともに、対応が必要な外来種が確認

された場合には、国や県、関連部署と連

携しながら、適切に取り組んでまいりま

す。 

Ｄ 

15 環境配慮意識を広めて人と生き物を

つなげるプロジェクトに賛同する。

様々な機会に多くの市民と協力できた

らと思う。 

生物多様性の保全に関しては、行政だ

けではなく、市民や事業者の皆様と連携

していくことが重要と考えております。

今後も、本戦略に基づき取組を進めてま

いります。 

Ｂ 

16 電子化した教材で生物多様性を理解

するのもひとつの方法だが、全身で自

然を感じることが、大切な体験で、生

きる力につながると思われるので、戸

外で空気を吸って肌で感じる環境教育

を充実させてほしいと思う。 

環境教育については、「川崎市環境教

育・学習アクションプログラム」に基づ

き、関係局とも連携しながら、取組を進

めております。御意見のとおり、自然や

生き物にふれる・感じることは、自然環

境や環境問題等への興味や関心につな

がるきっかけとなると考えており、本戦

略 P.51 に記載のとおり、本戦略におい

ても、緑地や公園等での自然観察会の実

施などを位置づけております。 

Ｂ 
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No. 意見の要旨 本市の考え方 区分 

17 緑化フェアでは、身近な植物だけで

なく、樹木を利用したカーボンファイ

バーや、国産材の木造建築や耐震耐火

の木造ビルの話題なども取り上げてほ

しいと思う。日本にある竹や麻の有用

性も研究が進んでいて、これからの時

代を切り開く興味深い素材だと思う。 

本意見については、今回の意見募集の

趣旨・範囲とは異なりますが、令和６年

度に開催する全国都市緑化かわさきフ

ェアでは、本市の多様なみどりと環境、

教育、先進技術等の様々な分野と連携し

て、みどりを身近に感じ、暮らしの中に

取り入れる楽しさや心地よさを感じる

取組を展開していきたいと考えており

ます。 

Ｅ 

18 GIGA スクールのコンテンツを活用

した取組の推進とあるが、教育現場・

小中学生の親達の多忙さや関心の低さ

からして効果的ではない。有用性を上

げていくには、せめて利用希望者や教

員向けの識別講座や観察会を定期的に

実施していく必要があると思う。 

これまでも市内の様々な場所での自

然観察会の実施や人材を育成する講座

の開催など、多くの場面で生物多様性へ

の興味や関心に繋がる取組を進めてお

り、今後についても、本戦略に基づき取

組を進めてまいります。 

Ｄ 

19 特定外来生物を含めた生態系被害防

止外来種の拡大を防止する必要があ

る。市民へ外来種リストの周知・啓発

を進めてほしい。 

生き物は特定の種を除いて、自由に移

動・拡散するため、地域の自然環境に大

きな影響を与え、生物多様性を脅かす外

来種については、広域的な観点から国や

県と連携し慎重に対応することが重要

と考えております。P.42 に記載のとお

り、外来種が引き起こす問題や、影響を

これ以上拡げないために被害を予防す

るための予防三原則など、外来種に対す

る認識を高める普及啓発の取組を進め

るとともに、対応が必要な外来種が確認

された場合には、国や県、関連部署と連

携しながら、適切に取り組んでまいりま

す。 

Ｄ 
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No. 意見の要旨 本市の考え方 区分 

20 多くの生物が行き来するのには、邸

宅の庭や果樹園も回廊の役割を果たし

ており、生物多様性を維持する回廊と

は本来こうしたものであるべきだと思

う。街路樹や低木の植え込みだけで維

持できるものではないので、個人所有

の庭や果樹園を含めた保全施策をとっ

ていただきたい。高木・低木・草本の

揃った、有効性のある回廊形成を期待

する。 

住宅の庭や事業所の緑地等、民有地の

緑は生き物にとって大切な自然環境で

あり、河川や街路樹等とともに、こうし

た市街地にある緑等によってネットワ

ークを形成することが重要であると考

えております。生き物の生息・生育環境

づくりに向けた取組として、庭などにお

ける小さな拠点づくりに向けた普及啓

発や、民有地等における屋上・壁面等を

活用した緑化の推進などの取組を進め

てまいります。 

Ｄ 

21 川崎市の生物多様性に関する情報を

わかりやすく伝えるにあたって、市政

100周年に向けて市の鳥・市の魚の制

定をしてはどうか。市の広報や市内の

施設で市民が投票する形式にすれば否

が応でも機運は高まるはずだ。 

生物多様性の保全に関しては、行政だ

けではなく、市民や事業者の皆様と連携

していくことが重要と考えております。

生物多様性のわかりやすい紹介やイベ

ント等の機会を捉えた普及啓発などに

より、生物多様性に関する情報を伝えて

まいります。いただいた御意見について

は、今後の取組の参考とさせていただき

ます。 

Ｃ 

22 主な拠点やそれを支える都市公園や

学校の校庭はそれ自体が存在し続けて

いても内容が変質し、当初期待されて

いた生物多様性上の役割が負えなくな

っているケースがある。また、緑の活

動団体は多くが高齢化に直面してい

て、活動休止や縮小で拠点・河川が荒

廃する危険がある。こうした事態を防

ぐよう、その場毎に生息・飛来が期待

される生物を選定し質の悪化を防止す

る、拠点調査・保全の担い手が育成さ

れ活動が止まらぬよう、市が団体と市

民の橋渡しをする等の対策が速やかに

整備されることが求められる。 

保全した樹林地について、地域住民等

との協働により保全管理計画を作成し、

保全管理活動を進めるなど、地域特性を

踏まえながら取組を進めており、本戦略

においても、リーディング・プロジェク

トに『拠点となる樹林や農地を保全す

る』プロジェクトや『生き物に配慮した

公園づくり』プロジェクトなどを位置づ

けております。担い手の育成について

も、育成講座等の開催による人材育成の

取組を位置づけております。こうしたプ

ロジェクトなどにより関係局と連携し

て取組を進めてまいります。 

Ｄ 

16



10 

No. 意見の要旨 本市の考え方 区分 

23 「生態系の健全性の確保・回復に向

けて、生き物の生息・生育拠点となる緑

や水を守るとともに、生息・生育の中継

点としてつなぐことや、まちなかに生

息・生育拠点を創ることが重要（P29）」

の主旨に賛同します。「拠点」は「河川

とのつながりに着目し取りまとめた」

とありますが、流域内の樹林や緑地は

直接、間接にかかわらず河川とつなが

っています。河川から距離があっても、

公共施設や住宅の緑は、鳥や虫などの

生態系と間接的に川とつながっていま

す。表では「主な拠点」とされており、

「選定されていない他の樹林地や緑

地」を排除したものではないと読み取

れますが、拠点の選定にあたっては、市

民の一定の理解を得る上でも、川から

の距離にかかわらず、「地図等で地点等

を抽出し現地調査をした上」に加えて、

一定の基準を設けて「（主な）拠点」を

選定することが望ましいと考えます。 

御意見のとおり、主な拠点として記載

していない緑地等について、「拠点」と

して排除しているものではなく、リーデ

ィング・プロジェクト「生き物のすみか

を守って生き物をつなげるプロジェク

ト」において、『拠点となる樹林や農地

を保全する』プロジェクトを設定し、多

摩丘陵軸・多摩川崖線軸のつながりと身

近な緑の保全・回復・創出や、生態系に

着目した緑地保全の推進といった取組

を位置づけております。こうした中で、

特別緑地保全地区や緑の保全地域等の

指定などによる緑地保全の取組を進め

てまいります。なお、「生態系エリアご

との取組の方向性」において取りまとめ

た主な拠点については、河川とのつなが

りに着目し、特別緑地保全地区や公園

等、一定程度の保全施策が図られている

拠点を掲載しております。 

Ｄ 

17



11 

No. 意見の要旨 本市の考え方 区分 

24 「河川」を回廊として流域エリアご

とに整理されているが、河川を軸とす

る生態系ネットワークは鳥類と水生動

物（主に魚類）に限定されると言われて

いる。しかし、魚道のない落差工や、他

の河川との合流部での大きな落差があ

る川や水路では、魚類が遡上降下する

ことは困難である。「多自然型川づくり

の視点を取り入れた河川整備」の取組

を示されているが、暗渠になっている

川や水路、ブロック護岸や直壁護岸で

幅が狭く両岸に住宅が張り付いている

川の改修・整備は容易ではない。 

こういった川を「回廊」として位置付け

られることには違和感がある。岡上生

態系エリアは域内の大きな緑地を「拠

点」としているが、エリア内の水路を

「回廊」と設定していない。同様に、真

福寺早野生態系エリアは、川そのもの

よりも、川の両岸斜面に連なっている

帯状の緑地や樹林地を「回廊」として位

置付けることが適切と考える。 

回廊（コリドー）については、拠点と

拠点をつなぐ生き物の通り道となり得

る場所として、整理しております。生物

多様性の保全において、緑の連続性や緑

と水の連続性が重要であることを知っ

ていただく観点や、河川においては、魚

類の他に、底生生物や河川を利用する鳥

類も存在することを踏まえ、コリドーを

設定しております。 

Ｄ 

25 「結節点」を「拠点」と「回廊」のつ

なぎ目として整理されているが、暗渠

や落差の大きい「結節点」は、生物多様

性の観点から疑問が生じる。 

「結節点」に対する取組の方向が見え

ないと、位置付けが曖昧になると考え

るので、「取組の方向性」を明確にする

必要があると考えます。 

結節点については、拠点と回廊が面あ

るいは点で接するつなぎ目として整理

しており、主に樹林地や農地、公園等と

しております。それらの取組の方向性

は、エリアごとに取りまとめて記載をし

ております。なお、本戦略は、本市の生

物多様性に関する取組等を総合的かつ

計画的に推進するための指針としてお

ります。具体的な取組については、関連

する計画等において、計画の目標等と整

合を図りつつ戦略の考え方を取り入れ

ながら、実施してまいります。 

Ｄ 

18



12 

No. 意見の要旨 本市の考え方 区分 

26 「生態系エリア」ごとの「取組の方向

性」について、それぞれのエリア毎の

「取組の方向性」の表現は、一部に生田

緑地や緑化推進重点地区の特徴を記し

ているものの同じような表現が並び、

エリアの特徴が見えづらくなっていま

すので、工夫していただくことを希望

します。 

取組の方向性を踏まえて、具体的な取

組を実施していくこととしております

が、具体的な取組の実施については、関

連する計画等において各計画の目標等

と整合を図りつつ本戦略の考え方を取

り入れて実施するとしていることから、

取組の方向性については、幅広い表現と

しております。 

Ｄ 

19



13 

（４）「その他」に関すること 

No. 意見の要旨 本市の考え方 区分 

27 コラム「私たちにできること」に、

家庭・市民としては、自然にふれあう

こと以外が、COOL CHOICE、３Ｒプラ

スチック削減、エコラベル（グリーン

購入）など、直接的には生物多様性と

のつながりが薄い取組などが主になっ

ているように感じる。生活にも密着し

た食べ物につながる取組、地産品の購

入の支援など、季節や地域特性をアピ

ールする取組など、直接的に生物多様

性につながるものが必要ではないか。 

生物多様性と私たちの生活との関わ

りとして、P.5に食べ物・水などの供給

や自然と共生してきた知恵と伝統など

を記載しております。「コラム【私たち

にできること】」においても、自然にふ

れあう取組とともに、食べ物につながる

取組であるかわさきそだちについても

記載しておりますが、御意見を踏まえ

て、かわさきそだちの記載を一番上に掲

載することとしました。 

Ａ 

28 P53「GIGAスクール」という言葉を

初めて目にした。注釈があれば有難

い。 

かわさき GIGA スクール構想では、国

の「GIGAスクール構想」に基づき、義務

教育段階の児童・生徒1人 1台端末の調

達や学校内の高速ネットワーク環境の

整備を進めております。御意見を踏ま

え、GIGAスクールを「かわさきGIGAス

クール構想」に修正するとともに、用語

集に追記しました。 

Ａ 

29 このたびの生物多様性に関する計画

案は、大変すばらしいと感じた。実現を

期待している。未来を生きる子どもや

若者にとって、環境教育は今後重要性

を増してくると思う。「第2期川崎市子

ども・若者の未来応援プラン（案）」に

は、環境教育の文字が見当たらず、これ

からの内容に反映してほしいと思うの

で、こども未来局と連携をとり、施策を

活かしてほしいと思う。 

環境教育については、「川崎市環境教

育・学習アクションプログラム」に基づ

き、関係局とも連携しながら、取組を進

めてまいります。 

Ｅ 

20



14 

No. 意見の要旨 本市の考え方 区分 

30 策定された案について、支持する。

豊かなまちづくりの観点から、鎌倉市

と連携してはどうか。同市は古くから

文化人・財界人の住まいも多い。 

自治体間の連携については、鎌倉市を

含む多摩・三浦丘陵に関わる１３の自治

体からなる広域連携会議において、緑と

水景の保全・再生・創出・活用に向けた

取組を行っております。今後も、このよ

うな取組等を通じて、市域を越えた人材

の交流など自治体間で連携した取組を

進めてまいります。 

Ｂ 

31 区別にみると、二酸化炭素の排出量・

夏季の気温・熱中症（人口10万人対）

において、川崎区がトップである。二酸

化炭素等の吸収源・ヒトや生物の適応

策の点からも、川崎区における樹林や

みどりの増加が求められる。 

緑地や樹木、河川等の自然環境はグリ

ーンインフラを構成しており、生き物の

生息・生育の場の提供等とともに水の貯

留・浸透による防災・減災など多様な機

能を有しております。また、グリーンイ

ンフラの活用を推進すべき場面として

「気候変動への対応」や「生態系ネット

ワークの形成」が挙げられていることか

らも、生物多様性の保全のためには自然

環境を保全することは重要と考えてお

ります。本戦略では、１２の生態系エリ

アを設定しており、具体的な取組の推進

にあたっては、地域特性やエリアの特徴

を踏まえながら、関連する計画におい

て、計画の目標等と整合を図りつつ戦略

の考え方を取り入れて実施してまいり

ます。 

Ｄ 

32 生物多様性の課題は多々あるが、緑

関連で活動する団体は、緑の保全の担

い手として協働できることは多々ある

ので、組み入れた展開をしてはどうか。

また、生きもの調査などを定期的に行

い、市民団体および地域住民と一緒に

調査する活動を通して、意識を高める、

広めることも可能であるし、その結果

の広報により関心は高まり、生物多様

性に利すると思う。 

生物多様性の保全に関しては、行政だ

けではなく、市民や事業者の皆様と連携

していくことが重要と考えております。

いただいた御意見については、今後の生

物多様性の保全の取組の参考とさせて

いただきます。 
Ｃ 

21



15 

No. 意見の要旨 本市の考え方 区分 

33 生物多様性という概念は、あまり市

民に浸透しているテーマ（言葉）ではな

いと思うが、同時にパブコメ募集をし

ている「川崎市地球温暖化対策推進基

本計画」改定案の中にも、温暖化防止の

ために緑地が大事であることが明記さ

れているので、脱炭素化の視点からも、

この戦略・生物多様性をアピールして

いくことが可能であると考える。生物

多様性を維持していくためには、気候

変動対策が重要であるので、地球環境

推進室とも連携してください。 

地球環境の変化については、P.6に記

載のとおり、日本の生物多様性の４つの

危機の一つに挙げられ、地球温暖化対策

は、生物多様性の保全にとっても、重要

な取組と考えており、連携を図りながら

取組を進めております。本戦略について

も、施策等も含め、より一層の連携を図

りながら、取組を進めてまいります。 

Ｂ 

34 コラム「私たちにできること」に、生

物多様性を市民に理解してもらうため

の取組として「自然や生き物にふれよ

う」とあるが、取組が漠然としていて弱

いと感じる。緑地保全活動への誘いも

あるとは思うが、自然と親しむ機会の

中でこそ、生物多様性について学べる

チャンスなので、生物多様性とは何か、

その大事さ、原理などが語られて欲し

いと思う。 

生物多様性への関心を深めるには、生

物多様性から得られる自然の恵みにふ

れることが重要であり、その取組の一つ

として身近な自然や生き物にふれるこ

とを例示しております。生物多様性への

理解を深めることは重要であると考え

ておりますので、本戦略に基づき、取組

を進めてまいります。 

Ｄ 

35 コラム「事業者の取組事例」の中で、

「原材料の調達方針や調達基準におい

て、生物多様性への配慮事項を組み込

む」とあるが、どういうことか。 

原材料の調達においては、木材、水産

品や農産物などの生物資源を調達する

ことがありますが、その生産地における

土地利用や生物資源の利用などの活動

が生物多様性に影響を与えている場合

があります。こうしたことから、原材料

調達における取組は重要であると考え

ております。 

Ｄ 

36 川崎市のような都市では緑化を進め

ることに限界がありますので、このよ

うな都市部では生物多様性の重要性を

150万人が認識することが効果がある

と思います。 

引き続き、緑地保全や緑化推進の取組

も進めてまいりますが、生物多様性の重

要性を認識し、生物多様性保全の取組を

市民や事業者の皆様と連携して進めて

いくことが重要です。今後も、本戦略に

基づき取り組んでまいります。 

Ｂ 
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